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岩出市体制

児童虐待
青少年問題

親支援プログラム
里親関係

妊娠出産
乳幼児健診
発達相談

産前産後サポート
子どもの予防接種

保育所
学童保育
児童手当
ひとり親関係
子ども医療関係

子ども家庭課

子育て支援係 母子保健係
（子育て世代包括支援センター）

家庭支援係
（子ども家庭総合支援拠点）

こども家庭センター



岩出市の

子育て事情

人口の推移（令和４年度末時点）

■総人口

５４，１０５人

■18歳未満の人口

８，７７８人（児童率１６．２％）

■出生数

３９０人（出生率０．７２％）



岩出市の子育て支援短期利用事業①

■ 宿泊型

■ 利用期間 6泊7日以内

■ 利用対象

・児童

・母子

・親子

■ 日帰り型

■ 利用期間 1か月以内

■ 利用対象者

・児童

ショートステイ トワイライトステイ



岩出市の子育て支援短期利用事業②

■ 委託先

・児童養護施設

・母子生活支援施設

・乳児院

・ファミリーホーム

・認可外保育施設

■ 委託先

・児童養護施設

・認可外保育施設

（毎年度の契約時に

受け入れ意思確認）

ショートステイ トワイライトステイ



利用にかかる金額

ショートステイ

生活保護世帯
(父子・母子家庭の非課税世帯を

含む)

市民税非課税世帯
（父子・母子・養育者家庭を含む）

その他の世帯

２歳未満 0円
10,700円

２歳未満 1,100円
9,600円

2才未満 5,350円
（乳児院は4,320円）

5,350円

２歳以上 0円
5,500円

２歳以上 1,000円
4,500円

２歳以上 2,750円
2,750円

母親 0円
1,500円

母親 300円
1,200円

母親 750円
750円

トワイライトステイ

夜間養護事業 0円
1,500円

夜間養護事業 300円
1,200円

夜間養護事業 750円
750円

休日預かり事業 0円
2,700円

休日預かり事業 350円
2,350円

休日預かり事業 1,350円
1,350円

※黒字は保護者負担額、赤字は市負担額



利用の要件①

■保護者の疾病

■保護者の育児疲れ、育児不安

■出産、看護、事故、災害、失踪など

■冠婚葬祭、転勤、出張や学校等の

公的行事への参加など

■経済的な理由で緊急一時的に

母子を保護することが必要な場合

ショートステイ



利用の要件②

■親子入所利用事業

児童と一緒にレスパイト・ケア（休息）を希望する家庭や、保護者
のレスパイト・ケアとあわせて児童とのかかわり方や養育方法につ
いて支援が必要な家庭の他、親子で利用することが必要であると
市町村が認めた家庭

■入所希望児童利用事業

養育環境に課題のある家庭で暮らす児童で、児童自身が一時的
な利用を希望する場合

ショートステイ



利用の要件③

■保護者の仕事などの理由により、

平日の夜間又は休日に不在となる家庭の児童

トワイライトステイ



利用希望理由の例

■ 育児疲れ・レスパイト（虐待予防）

■ 母の体調不良や出産による入院

■ 保護者の出張

■ DV避難

■ 経済困難により住居がなくなる



令和４年度 実績

■ ２歳未満児

実人数 ４人、延人数 ６５人

■ ２歳以上児

実人数 ３人、延人数 ４６人

■ 緊急一時保護の母

実人数 １人、延人数 ４５人

休日預かり事業

実人数

９ 人

延人数

２７９ 人

ショートステイ トワイライトステイ



利用の流れ
■申請者の流れ

岩出市子ども家庭課へ相談

（日程や場所の希望・理由・利用児の特性）

↓

申請書提出

↓

決定通知

↓

当日送迎

（お迎え時に支払い）

■施設等・市の流れ
相談聞き取りし、希望に沿うよう委託先調整

（日時・利用内容・利用児の特性・ケース概要等）

↓

決定通知等送付

（日時・自己負担等金額・家族構成等）

↓

当日対応

（緊急時市へ相談してもらう）

必要に応じて
見学の相談



事例

＜利用児＞

５歳・３歳の兄弟

＜利用のきっかけ＞

母が離婚したことで土日祝の預かり手がなくなったため

＜利用内容＞

月に数回、母が土日祝に仕事があるときに日中預かってもらう

土曜の場合は午前保育後のお迎え

トワイライトステイ



事例

＜利用児＞

当時４歳の女の子（５歳の兄・０歳の弟は自宅）

＜利用のきっかけ＞

母の体調不良で３人の子をみるのが難しいため。

＜利用内容＞

６泊７日のショートステイ利用

ショートステイ



まとめ

子育て支援短期利用事業を利用することで、

余裕のない家庭に少しでもゆとりを持ってもら

い、身につけられるべき親子愛着やのびのび

成長する子育て環境を守ることができる。



ありがとうございました


